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･･編集後記…

命梅雨が明け,暑くなってきました'が,お元気でし

ょうか.梅雨の時期には集中豪雨があり,地質災害

が起こり多くの人命が失われました.残念なことで

す.我々は生活空間を求めて斜面などの地質災害

の危険地帯上;立ち入らざる一をえ官く恋2て主.､孝す..

人智は未だ自然め力を制御するごとぱできないよ

うです.生活を防衛するためには,自分達の生活

している場所の地質を知っておくことが重要ではな

いでしょうか.

命さて,今月号は二つの特集記事で構成しました.

一つは｢生活と地質｣の3回目として,地下水の問

題,重力探査による都市地下構造,骨材資源につ

いて紹介されています.あるせミナｰで,関東大震

災に備えて,手押しボンブの井戸を広く確保してお

くべきだという話がなされた時に,東京の地下では

地下水が枯れて砂漠みたいなところがあるからよ

く調べてからでないと役立たないとの意見があり,

考えさせられました.水はどこにでもあると考える

のは間違いのようです.また,我々の生活と地下

水汚染の関係など考えなければいけない地質的問

題が沢山残されているようです.地質屋はまだま

だ不滅の存在です.

分ところで,骨材って何かご存じですか.骨材とは

コンクリｰトを作る時に使われる砂や礫を指す言葉

です.今,道路やビルなど社会基盤を整備するた

めにコンクリｰト化が世界中で急速に進行していま

す.このための骨材の調査･研究は日本では研究

者も少なく(3人?)なじみの薄いものですが,世界

的には大変重要な研究として位置づけられていま

す.

.企童ラニ?ρ特一葉惇,本年二5刷三愁甲県八幡平澄

川温泉で起こった大規模な地すべり災害の緊急調

査の結果の紹介です.あるテレビの番組で｢八幡平

地すべりの謎｣という報道がありましたが,何が謎

なのか削らずに終わりましたが,それに較べて,本

誌の記事の方が削りやすいと思いますので,ご一

読ください.

命須藤氏の東南アジア鉱物資源の話は,紙面の都

合上8月号に掲載します.ご期待ください.

φ毎年8月に科学技術庁主催で全国の高校生を対

象にしてサイエンスキャンプが筑波で開催されて

おります,地質調査所も今年から野外巡検を行う

ことで参加することにしました.高.校から地学が消

えた状況では応募者はないのではないかと心配し

ておりましたが,日本全国から地学を学びたいと希

望する男子生徒3人,女子生徒5人が参加してくれ

ることになり,感激しております.来年も実施しま

すので,是非,応募して下さい.今年は自信が持

て.なかったため定員を8人にしましたが,応募者が

多ければ定員を増やしたいと考えています.高校

生の皆さん,待っていますよ.

(有田正史)
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